
　

去
る
６
月
15

日
、
入
野
海
岸
の
﹁
海
の
バ
ザ
ー
ル
﹂
に
、
１

０
０
台
ほ
ど
の
オ
ー
ト
バ
イ
が
集
結
し
た
。
暴
走
族
で
は

な
い
。
世
界
中
に
１
０
０
万
人
と
も
い
わ
れ
る
ハ
ー
レ
ー

ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
の
、
国
内
︵
約
３
万
人
︶
の
会
員
が
や
っ
て

来
た
。
早
朝
か
ら
の
雨
で
、
出
足
は
決
し
て
良
く
は
な
か
っ

た
が
、
昼
頃
に
は
雨
も
上
が
り
参
加
者
は
、
雄
大
な
太
平
洋

を
眺
め
た
り
、
昼
食
を
と
っ
た
り
楽
し
ん
で
い
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

　

今
後
も
、
黒
潮
町
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
交
流
人
口
の
増
加

か
ら
町
内
人
口
の
増
加
へ
と
つ
な
げ
た
い
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
３

議
案
は
審
査
の
結
果
、
全
て

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
な
っ
た
。

●
令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

■
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出

金　
　
　
　

１
４
２
４
万
円

　

国
庫
負
担
金
の
軽
減
と
し

て
１
３
６
３
万
円
、
事
務
シ

ス
テ
ム
改
修
費
と
し
て
60

万

円
計
上
し
た
も
の
。

■
保
健
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

賃
金　
　
　
　

２
１
６
万
円

　

職
員
が
産
休
の
た
め
、臨
時

職
員
で
対
応
。来
年
３
月
ま
で

の
９
カ
月
間
雇
用
す
る
も
の
。

■
臨
時
職
員
雇
用
賃
金

１
５
０
８
万
円

　

今
年
度
５
月
末
ま
で
に
、

職
員
が
２
名
退
職
し
て
い
る

な
ど
、
緊
急
的
人
員
を
確
保

す
る
た
め
の
も
の
。

■
県
工
事
排
水
流
末
処
理
工

事　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

　

加
持
本
村
地
区
排
水
路
設

計
委
託
料
と
し
て
計
上
し
た

も
の
。

■
子
育
て
包
括
相
談
員
賃
金

１
２
１
万
円

　

当
初
、
非
常
勤
と
し
て
雇

用
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
雇

用
形
態
が
変
わ
り
、
臨
時
職

員
と
し
て
雇
用
す
る
も
の
。

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

今
ま
で
第
９
段
階
の
保
険

料
の
内
、
第
１
段
階
の
み
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
て
い
た
が
、

今
回
の
改
正
で
第
３
段
階
ま

で
保
険
料
の
軽
減
が
広
が
っ

た
た
め
の
も
の
。

　
　

●
令
和
元
年
度
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
出
の
１
２
１
万
円
は
、

10

月
に
消
費
税
引
き
上
げ
と

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
と
し
て

計
上
。

　

歳
入
は
低
所
得
者
の
保
険

料
軽
減
化
が
図
ら
れ
、
市
町

村
が
低
所
得
者
の
保
険
料
を

軽
減
し
た
場
合
、
減
額
し
た

保
険
料
の
総
額
を
一
般
会
計

か
ら
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ

る
仕
組
み
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。
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